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第3回プログラムでのビジネスアイデア発表の概要

No 発表機関 タイトル

1 グンゼ 緑化事業によるカーボンクレジット創出（削減貢献量の可視化）

2 ジャパンビジネスサービス 熱化学還元乾燥（TCR）による国産木材の有効活用コンソーシアムの立ち上げ

3 ユニウッドコーポレーション 準不燃木材の紹介

4 クスベ産業 自然を支える土木プロジェクト～防災・減災をめざして～

5 TMTunicoaching 不揃いの森林端材に、輝く付加価値を付けるたどんアート

6 Mountain View シュタットベルケ共創プロジェクト

7 八洲電業 森林内重量物運搬用70ｋｇペイロード運搬用ドローン活用事例紹介  

8 プレジール/レネクシア 産業の排出量削減×林業・地域の再生を同時達成するバイオマス熱利用モデル

9 飛行体空間協議会 飛行船による山岳・森林空輸インフラ構想

10 CNBB 森の駅 賑わいプロジェクト



ビジネスアイデア発表に対するアンケート結果

共創を希望するテーマ 回答数

川上・中・下との共創、TCRの用途展開、カーボンクレジット 4

マウンテンビューさんとの共創 2

クスベ産業さんの販路開拓、飛行船による空輸インフラ 2

里山・農地等でのバイオマスボイラーの活用 2

木質バイオマスが収益を生み出すビジネスの構築 2

その他（ドローン、準不燃材、森の駅、木質端材の活用等） 1

他機関との共創について（取り組みたい内容、共創したい内容）



コンソーシアム形成のスケジュール

2月4日   第４回プログラム（本日のグループワーク）

2月25日 コンソーシアム設立準備会への参加応募の提出締め切り
＊1テーマにつき、３社以上の構成で申込要

3月～5月 コンソーシアム設立準備会スタート
 ・秘密保持覚書

 ・関連技術の開発テーマの議論と、コンソーシアムの準備（グループ作りなど）

6月～ コンソーシアムをスタート
   ・NDA（技術情報、知財など）締結

    ・関連技術の開発に着手
    ・進捗会議（適時開催）



項目 概要 

主たる目的 具体的な事業創出と実行。

オープン性・参画
条件

比較的クローズド。
具体的な事業推進のため、技術開発・ビジネス化に取り組みたい目的意識の高い機関に限定。
成果物や機密情報は原則として参加機関内での共有に留まり、厳格に管理される。

活動内容 共同研究開発、実証実験、用途開発など。

CNBBの役割
進行管理のサポート。
（会議の日程調整、議事録作成、契約のひな形提供など）

主導者 初期段階はCNBBが推進を促進、その後は参加企業の協議で進行。

ゴール プロジェクト化、事業化、新しいビジネスモデルの確立。

参加者への価値 事業機会の獲得、リスクの分散、市場競争力の強化。

コンソーシアム設立準備会のイメージ



コンソーシアムの
タグをクリックください
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